
 

 

 

 

 

 

 10月に入り、やっと過ごしやすい気候になったと思ったら寒さが日ご

とに増してきたといった感じです。そんな中、中崎小学校では運動会に

向け、全校生対象の「走り方教室」が開催されました。 

 この「走り方教室」は 2年生のお子さんを持つ保護者の方が、昨年の

運動会で子どもたちの走る姿を見て、その走り方が気になった事が始ま

りだったようです。その保護者の方より、今年の夏、「少しでもきれい

な走り方になるようお手伝いさせてください」という申し出があったそ

うです。校長先生は体育の授業のゲストティチャーといった形で「走り

方教室」の実施などいろいろ考えられたそうです。しかし、9月もまだ

猛暑が続き、涼しくなってからと判断されました。そして、運動会前に

全校生対象で、この指止まれ方式で誰でも参加できる今回の形でスター

トされたそうです。実施は計５回ですが、参加者は毎回１００名を超

え、走り方のポイントのアドバイスをもらいながら、子どもたちは身体を思いっきり動かしてい

ました。そんな子どもたちの応援にお父さんやお母さんもこられ、子どもたちが走っている姿

を、見ながら一緒に走り出すお父さんやお母さんも出てくるなど、子どもだけでなく大人も参加

できる走り方教室になっていたのかもしれません。 

 保護者の一言から始まった「走り方教室」ですが、こんなパターンでのつながりもあるんだな

と嬉しくなりました。今回は子どもたちの「走り方教室」ですが、大人も子どもも学び、楽しめ

る「〇〇教室」が生まれてきたらいいなと思います。そんなことが学校運営協議会のテーマにな

って対話が始まればいいなと思います。 

 10月の明石市小・養護学校教頭会で「コミュニティ・スクール」についての

研修会が開かれました。コミュニティ・スクールが市内の全小学校に導入され

5年になります。その間、コロナの影響もあり、なかなかもう一歩が踏み出せ

なかったのが正直なところではと思います。明石市の強みとして各小学校区に

コミュニティ・センターが設置されまちづくり推進組織（まちづくり協議会さん等）のまちづく

りの拠点となっており、まちづくりの視点から子どもに関わる支援等が行われていたこともあ

り、コミュニティ・スクールが動いているように見える状況があるのではと考えます。そういっ

た意味でもコミュニティ・スクールをつくることが目的ではなく、コミュニティ・スクールを通

して何を目指しているのかを押さえていくためにも、コミュニティ・スクールの原点に戻ること

が必要なのではと考えます。そういった視点から「みんなで子どもを育てる仕組づくり」をテー
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明石市小・養護学校教頭会で「コミュニティ・スクール」の研修会が開かれました 



マに“コミュニティ・スクールの現状”、“なぜコミュニティ・スクールなのか？”、“未来を

担う人を育てるためのコミュニティ・スクール”を柱に明石市教育委員会学校教育課の畑指導主

事が話をさせていただきました。 

 畑指導主事も今年、コミュニティ・スクールの担当になり、“コミスクっていったい何やね

ん”といった段階からコミュニティ・スクールについての対話を重ねてきました。中学校出身の

指導主事で、トライやる・ウィークや進路などと関連させて考えたり、昨年中央研修に参加し、

みっちりキャリア教育について研修を受けたりする中で、バラバラにとらえていたものが少しず

つつながり、学校教育、生涯学習＆社会教育、家庭教育の捉えを自分自身に問い直す作業の中で

教科指導だけでなく、トライやる・ウィーク、進路を含めたキャリア等が生涯学習というくくり

の中でつながっていくことで、コミュニティ・スクールの目指すところのイメージが持てたよう

です。 そんな教頭会で、最後に教頭先生からいただいた質問に対して不完全燃焼でモヤモヤが

貯まっているようなので、補足説明があるようです。 

【畑指導主事補足説明】 

教頭会研修で、コミュニティ・スクールは、学校教育・社会教育・

生涯教育・家庭教育などを分けて行われる【図１】ものではなく、生

涯教育という大枠に学校教育・社会教育・家庭教育などが網の目のよ

うなネットワークとなり、つながりができること【図２】をお話しま

した。 

そこで、「自校の弱み（課題）である『学力』をコミュニティ・ス

クールのしくみを活用して進めるときの道筋はどのようにしたらよい

か」という質問がありました。 

このことにつきまして、学力向上についての課題は、元来、学校教

育が中心となり進められてきました。家庭や地域にとっても、学力向

上は、学校教育を中心に身につけるものである考えが多かれ少なかれありました。 

しかしながら、現行学習指導要領において、学力の捉え方は、単なる知識・技能の習得や思考

力・判断力・表現力の活用だけではなく、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう

力・人間性等」の資質能力も求められます。このようなことについて「社会に開かれた教育課

程」の考え方を基に、学校だけではなく、地域・家庭と見える学力（認知能力）と見えない学力

（非認知能力）についてイメージを共有し、熟議「○○小学校区の児童の学びの転換のためにで

きること」をテーマに対話を重ねることが大切であると考えます。熟議を重ねてできたイメージ

は、具体的な取組として形づくられ、各校独自の「子ども（未来を担う人）が育つしくみ」をつ

くることにつながります。 

今回は「学力」を例として挙げましたが、地域・学校・子どもがもつ課題は校区によって様々

です。今後、地域にいる大人全員が「校区の子どもをどのように育ってほしいのか」というイメ

ージを共有しながら、デザインを進めていただきたいと考えています。    （畑指導主事） 

 

各教科の中で身に付けた力を「総合的な学習の時間」を通した教科横断的な学びを通して“実

社会の様々な場面で活用できる汎用的な能力”に高めていくことが求められており、そのため

に、カリキュラム・マネジメントが必要です。そして、そうした学びを持続可能なものにしてい

くために、コミュニティ・スクールという仕組が必要なんだと考えています。そんな学びのデザ

インが始まっているのだと考えます・                   （文責：北本） 
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